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（株）マイカルの民事再生法適用の申請に伴う当社への影響について 

 
 
 本日、株式会社マイカルが、民事再生法の適用を申請しました。当社としましては同社の１日も早い再

建を願っております。 
 ご承知のように、三洋信販株式会社が今年３月から４月にかけ、当社株式を公開買付けし、当社株式の

５１．０％を取得いたしました。この結果、当社の親会社は株式会社マイカルから、三洋信販株式会社に

変わりました。これを機に、当社は株式会社マイカルと包括的業務提携をして、従来通りマイカルグルー

プのクレジットカード事業を担っております。 
 現在、当社のショッピング取扱高のうちほぼ７０％はマイカルグループからのものであります。ただ、

そのショッピングの収益から見ると、マイカルグループによるものはわずか８％弱にすぎません。従いま

して、株式会社マイカルの破綻が当社に及ぼす影響は軽微であると考えております。 
 当社はかねて、経営基盤の強化をめざし、マイカルグループ以外の市場の開拓に努めてきました。業界

に先駆けて導入したＩＣカードの利点を最大限に生かすため、第１級の国際ブランドであるマスターカー

ドとの連携を深める一方で、社団法人日本動物病院福祉協会、サッカーサポーター団体のULTRA‘ＮＩＰ
ＰＯＮ、健康ランドやマイカル小樽内のアウトレットモールなどとの間で、個性的な提携カードを相次ぎ

発行し、着実に成果をあげつつあります。 
 三洋信販株式会社との協調によるシナジー（相乗）効果を実現するのも新たな大きな目標であります。

そのために社内プロジェクトチームを６月１日付で発足させました。同社の協力を得ながら、今秋中をめ

どに業務改革計画をまとめる予定です。 
 マイカルカード株式会社は、長引く国内景気の低迷の中で、平成１２年度の決算で過去最高益を計上し

ました。今後とも健全経営の体質を堅持してまいります。 
 当社経営の内容と姿勢にご理解いただいたうえで、引き続きよろしくお付き合い下さるようお願い申し

上げます。 
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